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2014年度大規模計算機システム利用による研究成果、論文一覧

この一覧は、本センター大規模計算機システムを利用して 2014年 4月から 2015年 3月までに得られ

た研究成果について、利用者から報告されたものを掲載しています。
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SC14出展報告

伊達進（准教授） 1 阿部洋丈（招へい准教授） 1 木戸善之（講師） 1 渡場康弘（特任研究員げ 藤本祥人 3

応用「青報システム研究部門！ 情報メディア教育研究部門 2 情報推進部情報基盤課 3

2014年 11月に米国ルイジアナ小卜Iニューオリンズ

にて開催された国際会議／展示会 SC14において、当

センターの概要、研究内容、および事業内容を紹介

するための展示ブースの出展を行った。本稿ではそ

の展示内容や当日の様子等について報告する。

1. はじめに

には驚かされるばかりであった。一方、残念なこと

に、 APHA2014のほうがダウンタウン側に近い方の

エリアで開催されていた (SC2014はダウンダウン側

から遠い方で開催されていた）ため、昼食をとりに

いくにも 10分くらい会場内を歩かなければならず、

展示後半には皆かなり疲れが蓄積し、会場外にでる

のが億劫になるほどであった。なお、当センターが

大阪大学サイバーメディアセンターでは、例年、 2000年より出展を継続していることについては上

米国で開催される国際会議 SCにおいて展示ブース 述したが、今回のニューオリンズでの SC出展は

を出展する活動を継続している。 SC とは、 The SC2010につづき 2度目となるが、その際も薬学系の

International Conference for High Performance 大規模な国際会議が展開されており、ダウンタウン

Computing, Networking, Storage, and Analysisといっ正 側に遠い方の開催であった。

式名称を持つ、 IEEEComputer Societyおよび ACM

SIGARCHによって開催されている国際会議であり、

ハイパフォーマンスコンピューティング(HPC)分野

におけるトップレベル会議の一つである。それと同

時に、 SCはHPCに関する最新機器や最先端技術の

国際見本市でもある。そのため、北米を中心とした

研究者や技術者に限らず、欧州、アジアの研究者や

技術者が集う最大級の国際会議／展示会となってお

り、ここ数年では登録者数は 1万人を超える数字が

記録されている。 当センターによる展示ブースの出

展は、 2000年の初出展から数え、今回で 15回目と

なる。

2014年の SC(通称 SC14)は、米国ルイジアナ小卜1

ニューオリンズにある TheErnest N. Moria) 

Convention Centerにて、 11月 16I=! から 21日までの

期間に開催された。ニューオリンズ市のコンベン

ションセンター（図 1)は、非常に巨大なコンベンショ

ンセンターであることが特徴でもある。事実、 SC14

の開催期間中も、その隣で第 142回AmericanPublic 

Health Association Annual Meeting and Exposition 

(APHA 2014)という公衆衛生に関する SCとほぼ同

規模と思われる国際会議・展示会が開催されており、

ニューオリンズのコンベンションセンターの収容力

図1:会場の ErnestN. Moria(Convention Center. 

2. 展示内容

本年は、以下に紹介する当センターおよび情報推

進部の教職員 8名（招へい教員 3名を含む）、および、

関連研究部門に配属されている大学院生 2名という

構成で展示ブースの運営に望んだ（図 2)。なお、ブー

ス展示は、 11月 17日から 20日までの 4日間行われ

た。その間の当ブースヘの来訪者数は、 IDバッジの

読み取り数で数えて406名であった。2013年度の346

名に比べて 60名増加している。これは 2013年度の

展示の反省のもと、ブース構成員がより積極的に

ブース来場者に声かけを行ったことも大きいが、

ブース場所がよかったこともあると考えられる。
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応用情報システム研究部門

専任スタッフ：下條真司，伊達進，木戸善之

招へい教員 ：阿部汗丈

大学院生

（筑波大学：招へい准教授）

市川臭平

(NAIST: 招へい准教授）

中川郁夫

（インテック：招へい准教授）

: Dashdavaa Khureltulga 

高橋慧智

情報メディア教育研究部門

専任スタッフ：渡場康弘

情報推進部基盤課

技術職員 ：藤本祥人

図2:ブース出展メンバーでの記念撮影．

以下、 SC14にて大阪大学サイバーメディアセン

ターの出展ブースで行った展示内容について紹介す

る。（括弧内は担当者名。順不同、敬称略）。

(1) About US: Cybermedia Center, Osaka 

University (藤本）

当センターに関する概略（所在地、ミッショ

ン、研究部門構成等）、および、当日のブース

展示の内容についての紹介を行った。具体的に

は、 CMCが「大規模計算、情報通信、マルチ

メディアコンテンツ、教育の領域でサポートし

ていること」、「学内の教育研究機関だけでなく、

学外の企業・機構とも緊密に連携しているこ

と」、「公共の講義やその他のイベント向けに、

CMCの施設利用を推進していること」を紹介

した。「大阪はどこにあるのか？」、「各サービ

スはどれぐらいの利用率か？」などの質問が

あった。

図3:展示の様子 1.

(2) New Supercomputer System SX-ACE at the 

Cybermedia Center (伊達、藤本）

2014年 12月にサービスを開始したスーパー

コンピュータ SX-ACEの概要について紹介し

たu 「サービスはどのような人に対して提供さ

れているのか？」、「冷却システムはどうしてい

るか？」、 「消費電力はどれくらいなのか」など

の質問があった。

(3) Large-scale Computing and Visualization(伊達、

藤本）

サイバーメディアセンターが保有する大規

模計算機システムおよび大規模可視化装置に

ついて紹介した。 「可視化装置とはどのような

ものか、どこにあるのか」、「可視化装置のアプ

リケーションはなにか？ 」、「各サービスはどれ

ぐらいの利用率か？」といった質問があった。

図4:展示の様子2.
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(4) Towards Efficient and Flexible Resources 

Provisioning on SON-enhanced Job 

Management System Framework (渡場）

今日の高性能計算環境におけるユーザの多

様な計算要求に対する柔軟かつ効率的な資源

割当の実現に向け、ネットワーク資源および仮

想化した計算資源の管理・割当を可能とする

SON-enhancedジョブ管理システムフレーム

ワークに関する研究紹介を行った。

本展示内容について、 SON-enhancedジョブ

管理システムフレームワークのシステム構成

や資源の管理・割当手法についての技術的な質

間やベンチマークを用いた評価実験結果に関

する質間・コメントがあった。特に、評価に関

しては実際的な利用状況での有用性等の質間

があったため、来年度は実際的なアプリケー

ションを用いた評価結果を紹介したいと考え

ている。

図5:展示の様子3.

(5) Towards a New MPI_Library Leveraging 

Software-Defined Networking 

(Dashdabaa、 高橋）

並列分散計算でよく利用されている MP!

(Message Passing Interface)の集団通信をネッ

トワークフローをソフトウェアから柔軟に制

御できるネットワークアーキテクチャーであ

るSDN(Software Defined Networking)を応用

し、効率化する研究内容を紹介した。 発表し

ている際に技術的な、 一般の応用的なことを始

め今後の研究に重要な質問や議論を受けた。例

えば、 ONF(Open Network Foundation)からの

人もきてネットワークフロー制御を速やかに

するために重要なフロールールの優先度決定

について議論した。

図6:展示の様子4.

(6) Visualization Services at Cybermedia Center 

（阿部、木戸）

サイバーメディアセンターで取り組んでい

る可視化サービス、特に豊中キャンパスおよび

うめきた産学連携拠点に設置されているタイ

ルドディスプレイウォー］レ、可視化対応クラス

タシステムと可視化サービスについてポス

ター展示を行った。 具体的には、タイルドディ

スプレイウォー］レの設備やソフトウェア環境

の紹介と、可視化サービスとして行った教育の

事例「組込み適塾」の紹介を行った。展示ブー

スの来訪者からは、サービスの具体的な提供形

態や、どのような分野の研究者が主に利用して

いるかという点についての質間があった。

図7:展示の様子5.

3. INDIS2014 & ATIP Workshop 

本年度のSCではブース展示以外にも研究成果報告

が行われたので報告する。
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INDIS2014 

SC14の併設ワークショップである Innovatingthe 

Network for Data Intensive Science (以下、 INDIS) に

木戸らが投稿し、採録されたことから、木戸が口頭

発表を行った（図 8)。INDISは SC14のネットワー

クを構築している SCinetが主催するワークショップ

であり、 HPC向けの圏速ネットワークを利用した研

究テーマについて広く議論するものであり、デモン

ストレーションを義務付けた実装指向のワーク

ショップである。スコープに SoftwareDefined 

Networking (SDN) が含まれていることから、投稿

した論文は「SAGE-basedTiled Display Wall Enhanced 

with Dynamic Routing Functionality Triggered by User 

Interaction」というタイトルで、タイルドディスプレ

イミドルウェア SAGE上でのユーザ操作で発生する

パケットストリームを、 SDN技術を用いて制御、最

適化する内容とした。デモ環境は、うめきた産学連

携拠点、NTT大手町と SC14会場を広域 SDNテスト

ベッド RISEにて接続し、構築した。日本側の拠点

にはそれぞれアプリケーションサーバを設置し、ア

プリケーションサーバから出力されるパケットスト

リームを、 SAGE上でのユーザ操作をトリガーとし

て経路制御を行い、パケット輻轄、衝突を避けるこ

とで、タイルドディスプレイ上での画面のフレーム

レート低下を防ぐ内容のデモンストレーションを

行った。

実際のデモは、 NICTブースに設置した 4面タイ

ルドディスプレイを借用させていただき、実施した。

展示期間中に都合3回デモを行い、その中で、 SAGE

の開発者であるハワイ大 JasonLee氏、イリノイ大

Maxine Brown氏らにデモを見て頂いた。 SAGEは

ネットワークに依存しながら、ネットワーク機能を

ほとんど低レベルAPIでの単純な実装になっており、 4. おわりに

—·• 
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図8:INDISワークショップでの様子．

A TIP workshop 

渡場、フチカー、高橋の 3名の学生は、日米の学

生交流を目的とした、 SC14の併設ワークショップ

"ATIP Workshop on Japanese Research Toward 

Next-Generation Extreme Computing"に参加した
,"-4 

'---o 子

生らはワークショップにて、 "TowardA New MPI 

Library Leveraging Software-Defined Networking"と

いうタイトルで、これまで当センタの応用情報シス

テム研究部門で取り組んできた、 SDN(Software 

Defined Networking) 拡張 MPI(Message Passing 

Interface)についてのポスター発表を行った。 ポス

ターセッションでは日米の様々な大学の学生らが発

表を行い、 HPC分野の研究者からフィードバック

をいただいた。また、このワークショップの目的の

1つは、HPC分野の研究に携わる日米両国の学生間

の交流を深めるというものであった。同世代の学生

との議論や交流を通じて、人脈の形成と共同研究の

可能性を探ることができた。

SDNを用いた制御について興味を持っていただい

た。その上で、次期バージョン SAGE2での実装や

アーキテクチャについて議論を行った。特に複数の

SAGEシステムを匝面共有、同期を行う際、パケッ

トストリームの遅延が画面制御に影響を及ぼすこと

から、 Jason氏らは SDNをSAGEに適用するにあた

り、技術的な質問をされた。

本年度の展示では、 2014年 12月にサービスイン

予定であった新スーパーコンピュータシステム

SX-ACEおよび大規模可視化システムを目玉とする、

サイバーメディアセンターで展開する大規模計算

サービスおよび可視化サービスを紹介しつつ、

Software Defined Network(SDN)を応用した高性能計

算技術に関する研究活動および成果を紹介・報告し
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た。本年度は、昨年度より微増の 400名強のブース

訪間者があったが、その内訳は北米、日本、ヨーロッ

パ、アジアなど多様であった。それゆえ、例年通り、

サイバーメディアセンターの取り組みを国内外から

のブース来訪者に広く紹介できたと考えている。ま

た、 SCでの展示は、サイバーメディアセンターが設

立された 2000年から数えて 15回目となることもあ

り、来訪者の中には「サイバーメディアセンター」

の名前、昨年度の展示内容を覚えておられる方もお

られ、サイバーメディアセンターの国際的なプレゼ

ンスの向上を実感することもできた。

SC2014の展示会場では、全般的に"Software 

Defined"をテーマとした研究展示が数多くみられ

た。 SoftwareDefined Datacenterなどはその典型例で

ある。本センターの展示においても、 Software

Defined Networkingを応用したジョブ管理システム

やMPI(Message Passing Interface)に関する研究展示

を行っていたことから、それら 2件の研究展示に対

しては、 OpenFlowControllerとして何を使っている

のか？実験の規模は？といった技術的に詳細な質問

が数多く寄せられたようである。そのため、当該研

究展示を主担当した研究員および大学院生には、今

後の研究の課題や方向性を確認するのによい機会と

なった。

また、 SX-ACEおよび本センターの計算環境に関

する展示では、スーパーコンピュータシステム

SX-ACEのプロセッサ構成や、ノード間接続など

ハードウェア詳細、および、それらの性能に関する

質間をはじめ、 ITコア棟の冷却装置、設備に関する

質間が数多く寄せられた。また、国内の来訪者から

は、利用を実際に行うにあたりどのような手続きが

必要であるか？どれくらいの負担金が必要なのか？

という利用に伴う具体的な質間も寄せられた。展示

ブースは、本センターの SX-ACEを利用するための

具体的な相談、例えば、 JHPCNや HPCIに関する相

談などもうけつける場所にもなり、有益な展示と

なったと考えている。その一方、 SX-ACEがどのよ

うなアプリケーションに有効なのか、といった質問

も数多く寄せられた。本年度は、 SC開催期間中には

サービスイン前であったことも有り、具体的なアプ

リケーション名を示せなかったが、来年度の SC展

示での課題であると考える。

同様に、大規模可視化装置およびそのサービスに

関しても、来訪者の多くに興味• 関心を持って頂け

たようである。可視化技術に興味を示していただい

た来訪者は、計算結果を高精細に可視化したいとい

うニーズを持っているようであり、本センターの保

有する大規模可視化システムでの可視化手法・ソフ

トウェアについての間い合わせを数多く頂くなど可

視化に対する潜在的なニーズが存在することを確認

できた。本センターの可視化サービスにおいても、

そのような潜在的なニーズを掘り起こしながら推進

していくことが必要かつ重要であると体感できるよ

い研究展示となったと考えている。

また、昨年同様、 「サイバーメディアセンターの取

り組み活動は他のセンターと比較してなかなかなか

見えにくいので、 MLなどを通じたより頻繁かつ積

極的な広報活動が必要ではないか？」などの激励、

要望が寄せられた。これらの要望に関しては、情報

公開が迅速にできるように行えるように、 SC後の

12月に大阪大学サイバーメディアセンターの大規

模計算機サービスのウェブページ

(http://hpc.cmc.osaka-u.ac.jp/)を刷新するなどをすで

に行っているが、引き続き講習会などの開催情報の

積極的な MLへの展開などを行っていくなど尽力し

ていきたいと考えている。

当センターでは次回の SC15においても展示を行

うことを計画している。関係各位には更なるご支援

とご協力をお願いしたい。

当日展示したポスターのPDFや、その他の写真な

ど、ここで紹介しきれなかった内容については

下記ウェプページに掲載されています。こちらも

ぜひご覧ください

http://sc.ime.cmc.osaka-u.ac. jp/ 
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第 20回スーパーコンピューティングコンテスト (SuperCon2014)報告および
第 21回スーパーコンピューティングコンテスト (SuperCon2015)告知

大阪大学サイバーメディアセンター准教授 吉野元

1. 「電脳甲子園」の20周年記念大会

昨年2014年8月 17日から 22日までの 5日間にわ

たって、高校生・高専生を対象とする 「スーパーコン

ピューティングコンテスト(SuperCon2014)」が開催

されました。 2014年は SuperConの第 20回という

節目の年にあたりましたので、東西の全チームが東

京工業大学（東工大）に集まってコンテストを行い

ました。また最終日には20周年記念イベントが開催

されました。コンピュータ業界を含め、各界で活躍

している歴代の SuperCon参加者が一同に会し、楽し

かった SuperConの思い出、これからの SuperConへ

の期待などを熱く語ってくださいました。

このコンテストは、 2名又は 3名を 1チームとす

る裔校生・高専生の参加者たちが、与えられた課題を

解くプログラムを 3日間に渡って作成し、最終日に

スーパーコンピュータで実行して、解答の正確さや

計算の速さを競うもので、そのレベルの高さから、

別名「電脳甲子園」とも呼ばれています。 過去の出

場者が大学進学後に国際大学対抗プログラミングコ

ンテストで活躍するなど、次世代の情報科学を担う

若手育成にも貢献しており、 2008年度の文部科学大

臣賞も受賞しています。

1995年の第 1回から 2005年の第 11回までは東京

工業大学（東工大）学術国際情報センター(Global

Scientific Information and Computing Center:GSIC)の

単独主催でしたが、 2006年の第 12回からは大阪大

学（阪大）(Cybemedia Center:CMC)も共同主催してい

ます。予選に参加したチームの中から、富士）ii以東

50Hz地域からは 10チームが、 60Hz地域からはやは

り10チームが参加します。東工大と阪大の二つの会

場で同時に開催した年は、 wikiやポリコムなどで相

互に交流し、 開会式・表彰式などもポリコムを使っ

て二元中継で行ってきました。このコンテストは 5

日間にも渡る合宿型で、実際にスーパーコンピュー

タを高校生・高専生が使うことができるという、 世

界的にも大変ユニークなものです。原則として毎年

交互に両大学のスーパーコンピュータを使います。

2007, 2011年は阪大 CMCのSX-8Rが、 2009年は

SX-9が使われました。やや原則から外れますが

2013年は東工大 GSICの Tsubame2.0が使われ、

GPU(Graphics Processing Unit)による超並列計算が有

効な間題が出題されました。また昨年2014年も、阪

大CMCのスパコンの更新があったため東工大GSIC

のTUBAME2.5が使われました。

2. 予選

2014年の予選課題は 6月 2日に下記の SuperCon

webに公表されました，この予選課題を解くプログ

ラムを作成し、 6月 16日正午までにプログラムを含

む必要書類を添付してメー］レで申し込んでもらいま

した。 2014年は 48チームが予選に参加し、本選へ

の選出は狭き門となりました。予選問題は、スーパ

ーコンピュータを使わなくても学校や家庭にある普

通のパソコンでも解けるような課題が出題されます。

例えば、 2014年の予選課題は正方格子上の 2つの

格子点（スタートとゴール）をつなぐ最 「長」経路

を求めなさい、という課題が出題されました。これ

も含め、過去の予選課題、本選課題は SuperConweb 

に全て掲載されています。また、参加者が 2名以上

集まらない人のために、希望者には「認定証」も発

行しています。 予選課題を正確に解くプログラムが

書けたら、「スーパーコン 1級」が認定されます。間

題のレベルに応じて 2級と 3級もあります。

3. 本選

本選の初日は開会式で参加チームの紹介、本選課

題の発表、 攻略法の解説がありました。 その後、

スーパーコンピュータを利用するためのオリエンテ
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ーションと並列計算についての講義が行われ、チー

ムごとに本選課題を解くためのプログラム設計に入

ります。そして、本選 2日目から 4日目の午前中ま

ではチームごとにプログラムを作成します。この間

コンテスト OBを含む大学生・大学院生がチュータ

ーとしてバグ取りなどを手伝います。ただし、課題

そのものに関する助言はしません。最終日の成果発

表会、表彰式の後には懇親会も行われます。高校生・

高専生の参加者たちと、両大学の教員、学生チュー

ターたちが、プログラミングや大学について語らう

大切な時間となっています。

4. SuperCon 2015の告知

2015年は 8月 17日から 21日までの5日間での開

催を予定しています。 予選課題は 6月 1日に公表予

定で、課題提出／切は 6月 19日正午です。使用す

るスパコンは、昨年度の更新でパワーアップした阪

大CMCのSX-ACEを利用する予定です。本年もチ

ャレンジする裔校生・裔専生、引率の先生方など参加

者の皆さんに喜んでいただけるよう様々な工夫を凝

らそうと関係者一同考えていますU 本稿が皆様のお

目に触れるときには既にスケジュールが進行してい

るかもしれませんが、もしも可能ならば皆様もお知

り合いの高校生に SuperCon2015というものがあり、

大変に楽しい行事であることを呼びかけてください。

また、来年以降、すなわち SuperCon2016以降への

参加、お申し込みをご検討頂ければ幸いです。

5. Web 

http://www.gsic.titech.ac.jp/supercon/ 力ゞ

コンテストページです。 ぜひ一度御覧ください。
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大規模計算機システム利用者講習会等の紹介

大阪大学サイバーメディアセンター准教授 降旗大介

1. 目的

サイバーメディアセンターの関係者は、如何にし

たら導入している大規模計算機システムをユーザに

より有効活用してもらえるかを日々考えています。

その一環として、マニュアル等の充実、ユーザから

の質間をメールなどで受け付ける仕組みの構築、

FAQの整備検討などを行っておりますが、その中で

も重要と位置づけているのが講習会です。講習会は

大規模システムの開発や管理などを行っている関係

者とユーザが直接やりとり出来る場でもあり、お互

いに大変貴重な機会なため、講習会講師だけでない

関係者も立ち会うことがしばしばです。その講習会

の内容としては、スーパーコンピュータの OSとし

ての Unix環境についてのものやそのハードウェア

についての概要説明、また、ユーザにとって重要な

並列計算の概要から各種プログラミング技法の詳細

に至るまで、そして専門家用の特殊なソフトウェア

についてのものなど、ユーザの要望に沿ったものと

なっています。詳細については次ページに講習会の

リストが掲載されております。また、サイバーメデ

ィアセンター大規模計算機システムの webではよ

り詳細について掲載をしておりますので、ぜひご閲

覧ください。

2. 多忙な方も参加しやすく

サイバーメディアセンターの講習会の特徴として、

原則として年に 2回、ほぼ同じ内容の講習会を開催

する点があげられます。毎年、 6月頃と 10月頃に集

中的に開催しています。これは、学期始めや学期末

を外して欲しい、あまり年度の後ろ側だと学生の研

究開始に間に合わないなどのユーザの声を反映した

もので、なるべく多くのユーザが参加できるように

と工夫した結果です。また、 Gaussianなどの講師を

確保しにくい研究者用専門ソフトウェアの講習会に

ついては、東北大学と協力してテレビ会議システム

を用いることで講師を確保し、講習会を開催してい

ます。こうした努力の甲斐あってか各講習会ともに

一定数のユーザの参加をいただいており、ユーザの

皆様に役立っていると考えています。

3. 初学者に優しく

おおよそ 20回程度の講習会を開催しております

が、そのうちのおおよそ 1/4は初学者が対象の内容

のものです。具体的には、 Unixの簡単な操作方法に

ついてや、スパコンハードウェアの概要説明、並列

計算の概念のみの説明などからなります。スパコン

を使うユーザというとこうした知識やプログラミン

グ技法について大変なプロフェッショナルばかりか

とよく思われがちですが、どなたにも 「初めての時」

はあるものですし、細かい技術についてはマニュア

ルが有っても、基礎的な概念についてはどこにも記

載が無いということも珍しくないのです。サイバー

メディアセンターはこうした点を補い、より広い分

野・方面の方にユーザとしてシステムを使ってもら

うべく、常に初学者に優しくありたいと考えてこの

ような構成にしています。

4. プロフェッショナルな方も

もちろん、サイバーメディアセンターはプロフェ

ッショナルなユーザヘの支援も怠らず、専門的な内

容についても講習会を行っています。並列計算のプ

ログラミング技法 MP!についての講習会や、 IDL,

AVS, VR4MAX, Gaussianといった専門家用のソフ

トウェアの講習会も行っています。一部の講習会は、

大規模計算機システムの開発そのものを行っている

会社から技術者を講師として招き、非常に微細な部

分に至るまで技術的な話を聞くことが出来る機会と

しています。
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5. ぜひご参加され、そしてフィードバックを

講習会の情報については

http://www.hpc.cmc.osaka-u.ac.jp/lecture_event/lecture/ 

にて常に更新、公開しておりますので、ぜひ頻繁に

ご覧になり、ご興味のある会に積極的にご参加くだ

さい．皆様のご参加を常に歓迎致します．

また、このように、様々な工夫と努力のうえに行

われている講習会ですが、大規模計算機システムの

ユーザの使い方は日々変わっていくものですから、

講習会もそれにあわせて変化、進歩していく必要が

あります。しかし、それにはユーザの方々の意見が

なにより重要です。そのフィードバックの先に、よ

り良い講習会の実現が有ります。ユーザの皆様にお

かれましては、遠慮をせずに、いつでも構いません

ので、講習会についての要望をぜひサイバーメディ

アセンターまでお聞かせください。

- 60-



2015年度大規模計算機システム利用講習会

講習会名 開催日時 講師 開催場所

スパコンに通じる並列プログラミングの基礎
6月2日（火） サイバーメディアセンター サイバーメディアセンター本館
13 30 -15 00 降筋 大介准教授 2階中会議室

サイバーメディアセンター
スーパーコンピュータ概要と 6月16日（火） 吉野 元 准教授 サイバーメディアセンター本館
スーパーコンピュータ利用入門 13.00 -I 7:00 木戸善之講師 2階 中会議室

情報基盤課技術職員

SX-ACE裔速化技法の基礎
6月18日（木）

日本屯気（株）
サイバーメディアセンター本館

13.00 -16:00 2階 小会議室

並列コンピュータ裔速化技法の基礎
6月231'1(火）

日本電気（株）
サイバーメディアセンター本館

13・00 -16 00 2階小会議室

SX-ACE並列プログラミング入門(MPI)
6月25日（木）

日本電気（株）
サイバーメディアセンター本館

10:00 -16 00 2階小会議室

SX-ACE並列プログラミング入門(I-IPF)
6月30日（火）

日本電気（株）
サイバーメディアセンター本館

13:00 -16 00 2階 小会議室

スパコンに通じる並列プログラミングの基礎
9月1日（火） サイバーメディアセンター サイバーメディアセンター豊中教育研究棟
13 30 -15 00 降旗 大介准教授 7階会議室

サイバーメディアセンター
スーパーコンピュータ概要と 9月15日（火） 吉野元 准教授 サイバーメディアセンター本館
スーパーコンピュータ利用入門 13.00 -17:00 木戸善之講師 2階 中会議室

情報基盤課技術職員

SX-ACE裔速化技法の基礎
9月頃

日本竃気（株） サイバーメディアセンター本館
開催予定

並列コンピュータ高速化技法の基礎
9月頃

日本電気（株） サイバーメディアセンター本館
開催予定

SX-ACE並列プログラミング入門(MPI)
9月頃

日本電気（株） サイバーメディアセンター本館
開催予定

SX-ACE並列プログラミング入門(I-IPF)
9月頃

日本電気（株） サイバーメディアセンター本館
開催予定

AVS可視化処理入門
9月頃 サイバネットシステム（株） サイバーメディアセンター本館
開催予定

AVS可視化処理応用
9月頃

サイバネットシステム（株） サイバーメディアセンター本館
開催予定

テレビ会議システムによる講習会

講習会名 開催日時 開催機関 受講場所

サイバーメディアセンター本館

Gaussian講習会
8月28日（金）

東北大学
2階中会議室

13 00-15 00 サイバーメディアセンター豊中教育研究棟
7階会議室
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2014年度大規模計算機システム利用講習会アンケート集計結果

講習会名

スパコンに通じる並列プログラミングの基礎

スーパーコンピュータ概要と

スーパーコンピュータ利用入門

IDL利用入門

スーパーコンピュータと

並列コンピュータの高速化技法

MPIプログラミング入門

HPFプログラミング入門

Gaussian講習会

AVS可視化処理入門

AVS可視化処理応用

並列計算入門

スーパーコンピュータ概要と

スーパーコンピュータ利用入門

スーパーコンピュータと

並列コンピュータの高速化技法

MPIプログラミング入門

HPFプログラミング入門

合計

受講者内訳

開催日時 申込者数 受講者数

6月3日（火）
29 29 13・:l0~15 : 00 

6月9日（月）
14 14 

10 . 00~16 : 00 

6月10日（火）
7 7 

13: 00~17: 00 

6月17日（火）
12 ， 

10 : 00~16: 00 

6月24日（火）
11 ， 10・00~16 : 00 

6月26日（木）
4 2 

13 : 00~16 : 00 

8月29日（金）
6 5 

13: 00~17: 00 

10月8日（水）
14 13 10・00~16 : 00 

10月9日（木）
13 10 

10・00~16 : 00 

11月11日（火）
10 10 

13 : ,l0~15 : 00 

1月15日（木）
16 13 

13: 00~17: 00 

1月21日（金）
8 5 10・00~16 : 00 

1月27日（火）
8 7 

10 . 00~16 : 00 

1月28日（水） ， ， 
13 : 00~16 : 00 

161 142 

受講者職種
その他 4

研究員

12 

~I 
研究生〇

―'-
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24 

12 
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2 
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゜
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2 

2 

1゚ 
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29 
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事務職員
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◆今回の講習会についてどのようにお知りになりましたか。 （複数回答可）

講習会名
CMCホーム メーリ ン 大阪大学 学内掲示板 学内掲示板

教員から 知人から その他
ページ グリスト HP (ICHO) (KOAN) 

スパコンに通じる並列プログラミングの基礎(6/3) 2 ， 1 
゜

1 15 

゜ ゜スーパーコンピュータ概要と
2 4 

゜ ゜
l 8 

゜ ゜スーパーコンピュータ利用入門(6/9)

IDL利用入門(6/10) 1 4 

゜ ゜ ゜
3 

゜ ゜スーパーコンピュータと
1 4 

゜
l 

゜
2 

゜ ゜並列コンピュータの高速化技法(6/17)

MPIプログラミング入門(6/24) 2 5 1 

゜
1 2 

゜
1 

HPFプログラミング入門(6/26)

゜
l 

゜ ゜
l l 

゜ ゜
Gaussian講習会(8/29)

゜
1 

゜ ゜ ゜
4 

゜ ゜
AVS可視化処理入門 (10/8) l 4 l 

゜
2 6 

゜ ゜
AVS可視化処理応用 (10/9) 1 3 l 

゜ ゜
6 

゜ ゜
並列計算入門(11/11) l l l 

゜ ゜
6 l 

゜スーパーコンピュータ概要と
5 4 

゜
1 l 1 

゜
2 

スーパーコンピュータ利用入門(1/15)

スーパーコンピュータと
3 2 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜並列コンピュータの高速化技法(1/21)

MPIプログラミング入門 (1/27) 5 2 

゜ ゜ ゜
1 

゜ ゜
HPFプログラミング入門(1/28) 6 3 

゜ ゜ ゜
l 

゜
1 

ノロ室n．l． 30 47 5 2 7 56 1 4 

教員から

メーリングリスト

CMCホームページ

学内掲示板 (KOAN)

大阪大学HP

その他

学内掲示板 (ICHO)

知人から

I I I I I I 

I I 

I I 一I 
一一-
璽

＇ 
゜

10 20 30 40 50 60 
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◆今回の講習会の開催日は適当でしたか。

スパコンに通じる並列プログラミングの基礎(6/3)

スーパーコンピュータ概要とスーパーコンピュータ利用入P月(6/9)

IDし利用入門(6/10)

スーパーコンピュータと並列コンピュータの高速化技法(6/17)

MP! プログラミング入門(6/24)

HPFプログラミング入門(6/26)

Gaussian講習会(8/29)

AVS可視化処理入門(10/8)

AVS可視化処理応用(10/9) ~

並列計算入門(11/11)

スーパーコンピュータ概要とスーパーコンピュータ利用入門(1/15)

スーパーコンピュータと並列コンピュータの高速化技法(1/21)

MP! プログラミング入門(1/27)

HPFプログラミング入門(1/28)ロ

゜

26 

4
 

12 

10 

10 

ー

5
 

10 15 20 25 30 

◆今回の講習会の時間は適当でしたか。

スパコンに通じる並列プログラミングの基礎(6/3)

スーパーコンピュータ概要とスーパーコンピュータ利用入門(6/9)

IDL利用入門(6/10)

スーパーコンピュータと並列コンピュータの高速化技法(6/17) I? 

MP! プログラミング入門(6/24)

HPFプログラミング入門(6/26)

Gaussian講習会(8/29)

AVS可視化処理入門(10/8) v 

AVS可視化処理応用(10/9)

並列計算入門(11/11)

スーパーコンピュータ概要とスーパーコンピュータ利用入門(1/15) 協

スーパーコンピュータと並列コンピュータの高速化技法(1/21)

MP! プログラミング入門(1/27)

HPFプログラミング入門(1/28)

口長い

ロちょうど良い

目短い

゜
5
 

lU 15 20 25 30 

- 64-



◆会場の大きさ、場所は適当でしたか。

スパコンに通じる並列プログラミングの基礎(6/3)

胃胃'lT『I --I i 16 ;, i ''" 
I 23 

スーパーコンピュータ概要とスーパーコンピュータ利用入門(6/9)

IDL利用入門(6/10) 『言

スーパーコンピュータと並列コンピュータの高速化技法(6/17) ~ro I 8 

MP! プログラミング入門(6/24) , 

HPFプログラミング入門(6/26)

Gaussian講習会(8/29)
I I 

AVS可視化処理入門(10/8) 13 
"''U 'I 

AVS可視化処理応用(10/9) 10 ... .-a 
I 

並列計算入門(11/11) 10 ,..,-(J 
I 

スーパーコンピュータ概要とスーパーコンピュータ利用入門(1/15) 13 

スーパーコンピュータと並列コンピュータの高速化技法(1/21)

MP! プログラミング入門(1/27)『~u 
HPFプログラミング入門(1/28)

゜
5 10 15 20 25 

◆今回の講習会の内容はどうでしたか。

スパコンに通じる並列プログラミングの基礎(6/3)術？

スーパーコンピュータ概要とスーパーコンピュータ利用入門(6/9)

IDL利用入門(6/10)刺

スーパーコンピュータと並列コンピュータの裔速化技法(6/17)

MP! プログラミング入門(6/24)

HPFプログラミング入門(6/26)

Gaussian講習会(8/29)

AVS可視化処理入門(10/8)

AVS可視化処理応用(10/9)

並列計算入門(11/11)

スーパーコンピュータ概要とスーパーコンピュータ利用入門(1/15)

スーパーコンピュータと並列コンピュータの裔速化技法(1/21)囮i 4 

MP! プログラミング入門(1/27)

HPFプログラミング入門(1/28)

口難しい

ロやや難しい

ロちょうど良い

田やや易しい

曰易しい

゜
5
 

10 15 20 25 30 
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◆今回の講習会で取り扱った内容量はどうでしたか0

スパコンに通じる並列プログラミングの基礎(6/3)

スーパーコンピュータ概要とスーパーコンピュータ利用入門(6/9)Illヽ

IDL利用入門(6/10)舷

スーパーコンピュータと並列コンピュータの高速化技法(6/17)伽

MP! プログラミング入門(6/24)())J. 

HPFプログラミング入門(6/26)

Gaussian講習会(8/29)

AVS可視化処理入門(10/8)

AVS可視化処理応用(10/9)

並列計算入門(11/11)

スーパーコンピュータ概要とスーパーコンピュータ利用入門(1/15)

スーパーコンピュータと並列コンピュータの高速化技法(1/21)

MP! プログラミング入門(1/27)

HPFプログラミング入門(1/28)

口非常に多い

ロやや多い

ロちょうど良い

皿やや少ない

日非常に少ない

゜
5
 

10 15 20 25 30 

◆今回の講習会での講師の進め方はどうでしたか。

スパコンに通じる並列プログラミングの基礎(6/3)『
スーパーコンピュータ概要とスーパーコンピュータ利用入門(6/9) 逗

JDL利用入門(6/10)r翌
スーパーコンピュータと並列コンピュータの高速化技法(6/17) f 

MP! プログラミング入門(6/24)

HPFプログラミング入門(6/26)

Gaussian講習会(8/29)

AVS可視化処理入門(10/8)

AVS可視化処理応用(10/9)

並列計算入門(11/11)

スーパーコンピュータ概要とスーパーコンピュータ利用入門(1/15)『
スーパーコンピュータと並列コンピュータの麻速化技法(1/21) l 

MP! プログラミング入門(1/27)

HPFプログラミング入門(1/28)

口速い

ロやや速すぎる

□普通
DDやや遅すぎる

目遅い

u
 

5
 

10 15 20 25 30 

- 66-



◆今回の講習会の満足度は？

スパコンに通じる並列プログラミングの基礎(6/3)I 2 

スーパーコンピュータ概要とスーパーコンピュータ利用入門(6/9)ll 

IDL利用入門(6/10)

スーパーコンピュータと並列コンピュータの高速化技法(6/17)ll 

MP! プログラミング入門(6/24)

HPFプログラミング入門(6/26)LJj 

10 

Gaussian講習会(8/2 9) ~王こ壼
AVS可視化処理入門(10/8)

AVS可視化処理応用(10/9) I • _5 

並列計算入門(11/11)ll 

スーパーコンピュータ概要とスーパーコンピュータ利用入門(1/15)

スーパーコンピュータと並列コンピュータの裔速化技法(1/21)

MP! プログラミング入門(1/27)

HPFプログラミング入門(1/28)

ロ満足

ロやや満足

D普通

＂やや不満

自不満

゜
5
 

10 15 20 25 30 

◆今回の講習会の資料はどうでしたか。

スパコンに通じる並列プログラミングの基礎(6/3)

スーパーコンピュータ概要とスーパーコンピュータ利用入門(6/9)I 2・

IDL利用入門(6/10)

スーパーコンピュータと並列コンピュータの高速化技法(6/17)

MP! プログラミング入門(6/24)

HPFプログラミング入門(6/26)ll 

Gaussian講習会(8/29)~J~ 3 

AVS可視化処理入門(10/8)

AVS可視化処理応用(10/9)

並列計算入門(11/11)

スーパーコンピュータ概要とスーパーコンピュータ利用入門(1/15)t: 3' 
スーパーコンピュータと並列コンピュータの麻速化技法(1/21)

MP! プログラミング入門(1/27)

]-]Prプログラミング入門(1/28)

9
-

3
 

口非常にわかりやすい

ロわかりやすい

ロちょうど良い

田わかりにくい

目非常にわかりづらい

゜
5
 

10 15 20 25 30 
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◆今回の講習会は皆さんの今後の研究・業務・勉学に役立つと思いますか。

スパコンに通じる並列プログラミングの基礎(6/3)I・4・ 

スーパーコンピュータ概要とスーパーコンピュータ利用入門(6/9)

IDL利用入門(6/10)ピ
スーパーコンピュータと並列コンピュータの高速化技法(6/17) . 

MP! プログラミング入門(6/24)

HPFプログラミング入門(6/26)11 

Gaussian講習会(8/29)

AVS可視化処理入門(10/8)

AVS可視化処理応用(10/9)

並列計算入門(11/11)11 

スーパーコンピュータ概要とスーパーコンピュータ利用入門(1/15)

スーパーコンピュータと並列コンピュータの高速化技法(1/21)

MP! プログラミング入門(1/27)

HPFプログラミング入門(1/28)

◆他の情報基盤センター等も含め、これまでにスーパーコンピュータを利用したことがありますか。

スパコンに通じる並列プログラミングの基礎(6/3)

スーパーコンピュータ概要とスーパーコンピュータ利用入門(6/9)

IDL利用入門(6/10)

スーパーコンピュータと並列コンピュータの高速化技法(6/17)

MP! プログラミング入門(6/24)

I-!PFプログラミング入門(6/26)

Gaussian講習会(8/29)

AVS可視化処理入門(10/8)

AVS可視化処理応用(10/9)

並列計算入門(11/11)

スーパーコンピュータ概要とスーパーコンピュータ利用入門(1/15)

スーパーコンピュータと並列コンピュータの高速化技法(1/21)

MP! プログラミング入門(1/27)

I-!PFプログラミング入門(1/28)

9
l
 

゜
5
 

10 

口大変役立つ

口役立つ

口役立たない

皿わからない

15 20 25 30 

20 

゜
5
 

10 15 20 25 

◆ 「ある」と回答された方の利用方法

ロプログラムの実行 ■アプリケーション利用

50 I 7 
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◆サイバーメディアセンターの大規模計算機システムの利用を希望されますか。
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2015年度「HPCI(HighPerformance Computing Infrastructure)利用」の活動状況

HPCIシステムは、個別の計算資源提供機関ごとに分断されがちな全国の幅広いハイ

パフォーマンスコンピューティング (HPC)ユーザ層が全国の HPCリソースを効率よく

利用できる体制と仕組みを整備し提供することを目的として構築され、 2012年 10月よ

り運用開始しました。北海道大学、東北大学、筑波大学、東京大学、東京工業大学、名

古屋大学、京都大学、大阪大学、九1-1,1大学の各情報基盤センター、及び理化学研究所、

海洋研究開発機構、統計数理研究所が資源提供機関となり、「京」を始めとする計算機

資源や、共有ストレージ、ネットワーク、認証基盤、可視化装置等といったシステムを、

中立・公正で科学的・技術的・社会的根拠に基づき配分・提供しています。

■大阪大学計算機資源を利用する採択課題一覧
平成 27年度公募で採択された課題（利用期間平成 27年 4月～平成 28年 3月）

利用枠 利用資源 研究課題名
課題責任者
所属機関

京以外 大規模可視化対応 Protein-protein binding free-energy 
大阪大学

一般課題 PCクラスタ by advanced MD s1mulat1ons fac1htat1ng drug design 

京以外
SX-ACE 光エネルギー利用デバイス設計の高精度化と機能解析 物質・材料研究機構

一般課題

京以外
SX-ACE 希少元素高効率化抽出技術の基盤要素に関する大規模シミュレーション研究 東北大学

一般課題

京以外
SX-ACE 星形成と惑星形成分野を横断する大規模数値シミュレーション 九州大学

一般課題

京以外
SX-ACE 極低温遷臨界・超臨界状態における同軸噴流の大規模数値解析 九州工業大学

一般課題

京以外
SX-ACE 地球磁気圏におけるマクローメソ・ミクロスケール遷移領域のシミュレーション 京都大学

一般課題

京以外
大規模可視化対応

産業利用課題 新薬開発を加速する「京」インシリコ創薬基盤の構築 京都大学
（実証利用）

PCクラスタ

- 70-



2015年度「学際大規模清報基盤共同利用・共同研究拠点」の活動状況

「学際大規模情報基盤共同利用・共同研究拠点」は、北海道大学、東北大学、

東京大学、東京工業大学、名古屋大学、 京都大学、大阪大学、九小卜1大学にそれ

ぞれ附置するスーパーコンピュータを持つ 8つの共同利用の施設を構成拠点と

し、東京大学情報基盤センターがその中核拠点として機能する「ネットワーク

型」共同利用・共同研究拠点として、文部科学省の認可を受け、 2010年 4月よ

り本格的に活動を開始しました。

本ネットワーク型拠点の目的は、超大規模計算機と大容量のストレージおよ

びネットワークなどの情報基盤を用いて、地球環境、エネルギー、物質材料、

ゲノム情報、Webデータ、学術情報、センサーネットワークからの時系列データ、

映像データ、プログラム解析、その他情報処理一般の分野における、これまで

に解決や解明が極めて困難とされてきたいわゆるグランドチャレンジ的な問題

について、学際的な共同利用・共同研究を実施することにより、我が国の学術・

研究基盤の更なる高度化と恒常的な発展に資することにあります。本ネットワ

ーク型拠点には上記の分野における多数の先導的研究者が在籍しており、これ

らの研究者との共同研究によって、研究テーマの一層の発展が期待できます。

2015年度の課題艇集には合計 51件の応勢があり、東京大学「青報基盤センター

で開催された課題審査委員会及び運営委員会にて審議され、 35課題が採択され

ました。このうち 4課題が大阪大学を利用することとなっています。

課題代表者 研究課題名 課題代表者 利用大学

所属機関

大規模データ系の VR可視化解析を効率化する多階層精度圧縮数値 防衛大学校 北大、東北大、東

萩田 克美 記録(JHPCN-DF)の実用化研究 大、東工大、名大、

京大、阪大、九大

次世代トランジスタの量子輸送シミュレーションに関する研究 大阪大学 阪大

森伸也

クラウドを活用したビッグデータポスト処理環境実現のためのデ 情報通信研究機構 名大、京大、阪大、
村田 健史

ータ伝送実験 九大

大規模計算結果の効果的な利用に向けた高精細可視化イメージ遠 筑波大学 東北大、阪大

阿部洋丈 隔配信システムの実証
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大規模計算機システム Q&A

2014年度に当センターに寄せられた質問を掲載しております。

同等の内容を下記の Webページでも閲覧いただけます。

http://www. hpc. cmc. osaka-u. ac. jp/faq/ 

Q1. 大規模可視化対応PCクラスタ (VCC)は、可視化用途ではないと使えないのでしょうか

A いいえ、可視化以外の用途にもご利用いただけます。

本センターの大規模可視化システムと同時（連携）利用できるシステムということからこのような

名前がついていますが、通常の計算においても高い性能を発揮いたします。

Q2. 同ーグループに所属するユーザのディスクの使用状況を確認する方法を教えてください

A. ディスク使用状況を確認するコマンドを提供しております。下記をご覧ください

利用状況の確認方法

http://www. hpc. cmc. osaka-u. ac. jp/system/manual/command/ 

Q3. 投入したジョブの計算がいつ始まるかという目安を確認することはできないのでしょうか

A. sstatコマンドを使用することで、ジョブの予約状況を確認することが可能です。

実行開始時刻が決定していると、 STT(スケジューリング状態）がASG(Assigned)となり、

PlannedStartTime (実行開始予定時間）に開始時刻が表示されます。詳細は下記をご覧ください。

スケジューラコマンドについて

http://www. hpc. cmc. osaka-u. ac. jp/system/manual/scheduler/ 

Q4. SSHでの接続はできますが、 SFTPでの接続ができません

A. 「~/_ cshrc」ファイルで、他のシェルを起動していないかご確認ください。

sftp-serverはcshから起動を行いますので、他のシェルを起動していると sftp-serverが起動で

きずtimeoutとなります。「.cshrc」ファイルから、他シェル起動の処理を削除の上、再度お試し

ください。

Q5. ジョブスクリプトで setenv指定した環境変数が正しく読み込まれていません

A. 環境変数の設定には setenvも使用できますが、マルチノードでジョブを実行した場合は、

スレーブノードに setenvで指定した環境変数が設定されません。マルチノードでジョブを実行す

る場合は、 NQSIIの一Vオプションをご利用ください。

#PBS -v [環境変数］＝［設定内容］

のように指定することで、すべてのノードに環境変数を設定することが可能です。
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Q6. SX-ACEで特定の実行エラー出力を抑制（回避）する方法を教えてください

A. オプション F_ERROPTnを利用することで、エラーを抑制（回避）することが可能です。

例えば、実行時に下記のようなエラーが出力される場合

I 271 DPWR->underflow in D**I : D=XXX I=YYY PROG=test ELN=ZZ(ZZZZ) TASKID=1 

ジョブスクリプトに下記のようにオプションを指定することで、プログラム実行時に該当するエラ

ーを検出せずに、動作し続けるようになります。

I setenv F _ERROPT1 271, 271, 2, 2, 2, 2, 2, 2 I 

オプション F_ERROPTnの詳細については、下記をご確認ください。

FORTRAN90/SXプログラミングの手引

https://portal. hpc. cmc. osaka-u. ac. jp/secure/manual/SXACE/J/g1af07-21-3. pdf 

07. SX-ACEでの実行エラー出力に表示される ELN情報の見方を教えてください

A. ELN情報には、サブルーチン内の問題箇所の行番号が出力されます。

プリプロセッサを動作させている場合は、中間ファイルの行番号がELNとして出力されますのでご

注意下さい。

【備考】行番号のズレについて

SXのハードウェアは高度な先行処理を行っており、プログラムの実行時に例外が発生してから実

際に検出されるまでのごくわずかな時間にも先行して命令を処理しています。これが原因で、プロ

グラム例外を発生した命令と実際に検出した命令がずれ、行番号の対応が取れないことがあります。

このずれはコンパイラが命令の並び替えなどの最適化を行っていると、さらに大きくずれ実際のソ

ースプログラムから何十行とずれた行になることもあります。

このため、例外が発生した行番号を正確に表示するには、ハードウェアの先行制御を抑止してプ

ログラムを実行する必要があります。 FORTRAN90/SXでは一adv詳細オブションを用意しており、こ

のオプションを指定することでハードウェアの先行制御をコントロールすることができます。

-adv 

演算プロセッサ(AP)における先行制御の状態を変更することを指定する。

すなわち、先行制御機能をプログラム単位の入口で設定し、出口で回復することを指定する。

-adv on プログラム単位の入口で動作状態にし、出口で回復することを指定する。

-adv off プログラム単位の入口で停止状態にし、出口で回復することを指定する。

例えば、ある手続きに対してハードウェアの先行制御を抑止したい場合はーadvoffを指定してく

ださい。

ただし、本オプションを指定した場合、著しくプログラムの実行性能が低下します。（実行時間が

10倍あるいはそれ以上にもなることがあります）このため、ご使用される場合は、むやみに指定す

るのではなく、先行制御を抑止して実行する区間が可能な限り短くなるようにしてください。

また、コンパイラの行う最適化によって発生しないはずの例外が発生したり、あるいは発生する

例外の位置や回数が変わったりもしますので、この点にもご注意ください。
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Q8. SX-ACEで計算中に、リアルタイムで結果が出力されない。

計算機で「./a. out > output. txt」といった処理を行った場合、
a.outの実行結果はoutput.txtに書き込まれるが、計算中に output.txtを確認しても、

出力結果が反映されるのが非常に遅いように見える。

A. データ書き込みは、下記のような仕組みで行っており、

それぞれバッファやキャッシュに溜め込む形で、書き出し処理を行っているため、

フロントエンドでファイルが確認できるまで時間を要します。

CSX-ACEにおけるデータ書き込みの仕組み）

1. FORTRAN側の動作

プログラムからの print実行時、 F_SETBI」Fの設定により、ファイルヘの write発行契機が

変わります。

— 環境変数 F_SETBUFが未設定の場合は、 wsizeのサイズ分だけバッファされたのち、 write

が発行されます

- F _SETBUF=O設定した場合は、 print毎で writeを発行

2. ファイルシステム側の動作

writeが発行されると、データキャッシュに writeデータを書き込みます。データキャッシュ

内のデータは、下記を契機に IOサーバヘデータを送信します。

ー プログラムでデータのフラッシュを実行した場合

ex. Fortranの caI I f I ush (6) / Cの fsync (2) 

ー ファイルをクローズした場合

ー データキャッシュが一杯になった場合

「1.FORTRAN側の動作」による影響は小さいと予想されるため、時間がかかる原因としては、主に

「2.ファイルシステム側の動作」のデータキャッシュサイズによるものです。

リアルタイムに近い出力を希望される場合、 FORTRANプログラム内にて、 print実行後に、 ca11 

f I ush (6) を実行し、標準出力への内容をフラッシュしていただく必要があります。

これにより、 flush実行毎にリダイレクト先ファイルヘ反映されます。

※当センターのファイルシステムは、 ScaTeFS(ScalableTechnology Fi le System)という

独自のファイルシステムを搭載しております。「2.ファイルシステム側の動作」の挙動はScaTeFS

の仕様によるものです。
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Q9. C++/SXコンパイラにおける編集リスト出力で、部分ベクトル化したかどうかの情報が出力されて

いない

A. C++/SXの場合、 S、A、Iなどの記号を表示する場所は一文字分しかないため、

優先順位をつけて表示しています。このため、上書きされることがあります。また部分ベクトル化

を表すSについてですが、一つの文中にベクトル化された部分とそうでない部分がある場合、 Sと

表示されません。ご了承ください。

詳細はマニュアルをご覧ください。（要認証）

C++/SXプログラミングの手引き

https: //porta I. hpc_ cmc. osaka-u. ac. jp/secure/manua I /SXACE/ J/g1 af28-16-2. pdf 

「8.4編集リスト」をご覧ください。

Q10. bashを利用することはできますか？

A はい。利用できます。

ただし、ログインシェル（ログイン時の初期シェル）は cshとなっており、変更することは出来ませ

んので、ログイン度に bashに変更していただく必要がございます。

変更方法は下記の通りです。

I $ bash I 

エイリアスなどの設定を行う場合は、「.bashrc」ファイルをご自身で準備いただく必要がございま

す。 Q4で解説しております通り、「.cshrc」内で bashを起動しないようご注意ください。

Q11. SX-9用にコンパイルしたプログラムを SX-AC:Eで実行することは可能ですか？

A はい。 SX-9用実行ファイルを SX-ACEで実行頂くことは可能です。

ただし、性能が出ない可能性がございますので、再コンパイルしていただくことをお勧めいたしま

す。

- 75-


